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 文化資源をデジタル化して格納・公開するシステムである Digital Cultural Heritage において

は、資料の出所などに関する階層構造化された情報を格納することが望ましい。さらに、格納された

デジタルデータの仕様に関する情報なども、画像評価のために記録されていることが必要である。本

論考では、このような背景を踏まえ、Digital Cultural Heritage においてアーカイブズの出所に

関する構造的な情報と、デジタルデータの仕様情報を反映・表示させるコンテンツマネージメントシ

ステムの構築例を示す。 
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Archive Structural Information and Digital Data Spec Information Entry 
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With regards to Digital Cultural Heritage, the system for digitally storing and publicizing 

cultural resources, we feel that structured data such as place of origin of materials, etc. 

should be stored. Additionally, for the sake of image assessment, information regarding the 

specifications of stored digital data and such need to be recorded as well. 

In this discussion, in accordance with this context, we will present a sample construction of 

a content management system which reflects/displays data such as specification information 

of digital data and structural information of the Digital Cultural Heritage archives, such as 

place of origin. 
. 

１． はじめに 

 

文化資源をデジタル化して格納・公開するシステ
ムであるデジタルアーカイブや Digital Cultural 
Heritage（以下総称して DCH と述べる）などにお
いては、図書資料、文書資料、芸術作品資料など多
様な資料が格納される。 

この中で、特に文書資料に関しては、文書が作成
された出所の階層構造を記録し、それらをアーカイ
ブズの目録情報などに反映させる必要がある。これ
らを含めた、国際的なアーカイブズの目録記述の基
準は、ICA(International Council on Archives)など
によって策定され ISAD(G)(General International 

Standard Archival Description) [1]において示され
ており、これらに適応した、メタデータを入力する
ことが推奨されている。  

また、格納されたデジタルデータも、評価のため
に、デジタルデータの仕様に関する情報などを掲載
されることが望ましい。本プロジェクトでは、この
ような現状を踏まえ、DCH においてアーカイブズの
構造情報とデジタルデータの仕様情報を反映・表示

させるコンテンツマネージメントシステム（以下
CMS）の構築例を示す。 

２． 構造情報とデジタルデータの仕様情報
を反映させるシステム 

 

文化資源をデジタル化して公開する DCH システ
ムにおいては、図書、絵画、文書、映像、造形物、
無形文化財など多様な文化資源をデジタル化したコ
ンテンツが格納される。このような資料の中で、図
書や絵画といった資源は、一定のジャンルや資料群
ごとにグルーピングなどが行われるが、基本的には、
一点一点のアイテムが資料情報化の基本単位となる。
図書の分野における構造化モデルとしては、FRBR

モデルなどがあるが、これは書誌を作成する様々な
要素を構造的に捉えモデルである[2]。そのため、資
料が成立した場所や組織、保存・保管されていた環
境や場所に関する階層構造のモデル化がその主目的
ではない。 

これに対して、主に公文書や歴史史料などの多く
は、文書の出所などにおいて階層構造が生じるため、
それらに応じて目録の情報化を行う必要がある。具
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体的には、フォンド、シリーズ、アイテムといった
区分に階層化され、情報化が行われる必要がある。
このようなアーカイブズの階層構造を反映させるた
めには、これらの構造情報を記録することのできる
システムが必要である。特に、DCH では、多様な資
料群を格納する必要があるため、資料群ごとに構造
情報を設計することが求められる。 

また、多くの DCH では、事後的にデジタル化さ
れた資料を格納する必要がある。そのため、指定さ
れた構造に適応させて、事後的に資料に関する情報
を登録する必要がある。そのためこのような機能に
も対応する CMSを設計構築することが望まれる。 

また、今後は資料に関する情報だけではなく、デ
ジタルデータの評価などの点から、格納された各デ
ータに関する仕様情報を登録する必要がある。筆者
はこれらの記録項目などを提案していたが、その項
目を具体的に入力していくシステムが必要となる[3]。 

特に、デジタルデータの仕様情報は、画像の登録
と同時入力できるケースは少ない。画像を入力した
後に、時間をおいて付加情報として入力することが
可能なシステムを構築することが理想的である。そ
のため本研究においては、DCH にアーカイブズの構
造情報とデジタルデータの仕様情報を入力できる
CMSを構築する必要がある。 

本研究では以上のような背景を踏まえ、ISAD(G)

や、その概念との対応関係が示されている EAD 

(Encoded Archival Description) [4]の規格の両方に
対応させながらも、資料群の特色に適合させてカス
タマイズできる、アーカイブズの構造化情報の入力
と、デジタルデータの仕様情報を入力できる CMS

の設計を行った。 

本研究の先行事例としてアーカイブズの構造化情
報を入力できるシステムとして、五島らによって
EAD を基礎とする先駆的なシステム構築の実績例が
多数ある[5] 。また近年では村越らによってエクセル
ソフトらを活用して、EAD/XML 情報を作成する事
例も実践されている[6]。また、実際のデータベース
の構築例としては、後藤によって取り上げられた京
都府行政資料を対象とした例や[7]、国文学研究資料
館や国立公文書館などにおける EAD 定義の例をあ
げることができる[8]。 

また、上記 EAD に対応するアプリケーションや
ルーツは多数存在する。これらは様々な種類がある
が、代表的なアプリケーションのタイプとしては、
エクセルなどの表計算シートから EAD に変換する
ものや、アプリケーションやオンライン上の WEB

アプリケーションを用いて、情報を入力することが
できるシステムなどをあげることができる。前者の
アプリケーションとしては、上述したアプリケーシ
ョン[6]や Spreadsheets to EAD[9]、などをあげるこ
とはできる。また、後者としては、EADitor[10]や、
California Digital Library Online Forms[11]などを
あげることができる。またその他の製品アプリケー
ションなどが多数開発されている[12]。 

本研究ではこれらの実績を踏まえた上で、Digital 

Cultural Heritage の中で、格納する資料に関する情
報を、構造化を考慮しながら設計し、WEB 上のフォ

ームで入力することができる機能とともに、CSV な
どのスプレッドシードなどの形式を用いて入力でき
るシステムを構築した。また、これらのデータは、
EAD だけではなく、カスタマイズ設定によって、そ
の他のメタデータ形式に出力できる機能を設けた。
本発表ではこれらの点を特色とした CMS システム
を実装した DCH の構築と、その実証の結果につい
て述べる。 

３ .システムの概要 

 

東京大学大学院情報学環附属社会情報研究資料セ
ンターでは、所蔵する資料のデジタルデータの格納
と公開を行う DCH を構築した[13]。これらには複数
の資料群を登録されることを想定しており、また前
述したように、各資料群の情報については、資料の
出所などに基づいた構造化された情報を入力する必
要がある。よって、資料の登録段階において、資料
群別に、構造情報を記載するシステムが必要である。
これらに際しては、CMS の機能に、アーカイブズに
おける階層構造単位であるフォンド、シリーズ、ア
イテムを連携させ、設計する機能を付与した。また
それ以外にも、必要なエレメントをカスタマイズで
きる機能を設け、資料群別の特色を入力できるシス
テムとした。 

 

図 1:アーカイブズ構造の設計 

 

図 2:各メタデータの設計 

 
本システムでは、図１で示されるように、資料群ご
とに、異なったフォンド、シリーズ、アイテムなど
の構造概要を設計することが可能である。またフォ
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ンド、シリーズ、アイテムの全てを使用する必要は
なく、必要な要素だけを組み合わせることが可能で
ある。さらに、フォンドの下にサブフォンドなどを
追加し、要素を増加させることも可能である。 

また、アーカイブズのメタデータの数は極めて多
数に及ぶことや、設計はされていてもデータが入力
されない項目などもある。そのため、表示するメタ
データと表示しないメタデータを設定することも必
要となる。これらを反映させる画面として、図 3 に
示されるように、表示情報を管理する機能を設けた。 

図 3：メタデータの表示設定画面 
 

本機能によって、設定された、メタデータは、管理
画面から入力することが可能であり、実際のデータ
は、図 4 のように、利用者が閲覧するフロント画面
から参照することができる。 

 

図 4:メタデータの表示 

 

また、本システムでは、資料を 1 点 1 点登録する
のではなく、CSV フォーマットでダウンロードし、
それらに情報を入力し、図 5 のように、アップロー
ドすることで、メタデータの登録を可能とする機能
を設けた。これによって、あらかじめ設定した構造

に基づいて、システム技術者ではなくてもデータを
入力できるシステムを構築した。 

 

図 5:CSV ファイルのインポート機能 

 

４．デジタルデータの仕様に関する情報 

 

 本システムにおいては、格納したデジタルデー
タに関する仕様情報を格納できる機能を設けてい
る。著者は資料のデジタル化に関する、仕様情報
の入力について、拙論にまとめている[3]。本シス
テムはこれらのデジタルデータの資料情報を格納
する機能実装した。 

これらの情報の取得は主に「(A) 資料内容調査と
デジタル化の計画」、「(B) デジタル化」、「(C) 評
価」、「(D) データ管理」のフェーズに分けて、情報
を取得する。この中で、最初の「(A) 資料内容調査と
デジタル化の計画」は文化資源そのものについて調
査を行い､それに基づいて資料の電子化の計画をたて
るフェーズである。本フェーズでは主に資料の内容
に関する情報が調査の上で格納される。また、その
上で、デジタル化を行う範囲、予算、時期、担当者
などを決め、ドキュメントに記録する必要がある。 

次の「(B) デジタル化」ではオリジナルの文化資源
からデジタルデータを作成するフローに応じて、デ
ジタル化に関する仕様情報が収集され記録される。 

デジタル化に関する情報については、デジタル化
の責任者、時期などの入力情報共通のプロファイル
のほか、入力機器別のプロファイルと入力環境につ
いてのプロファイルおよびカラーマネジメントプロ
ファイルを記録する。その中で、表１で示された内
容はデジタル化全般に関する総合的な内容である。 

 

 

 

表 1：データに関する総合的な情報項目 
ID 項目名  内容  

B-01-01  識別子   

B-01-01-01  レコード ID  ひとつのデジタルデータレコードを一意に同定す

るための識別子 

B-01-01-02  旧ファイル名 入力機器によって自動的に与えられたファイル

名   

B-01-01-03  ファイル名 任意に名付けたファイル名 

B-01-02  ソフト情報 データ作成用のソフト名及び RAWデータとアプ
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リケーションの対応 

B-01-02-01  ソフト情報‐製品

名 

  

B-01-02-02  ソフト情報‐バー

ジョン 

  

B-01-02-03  ソフト情報‐タイプ   

B-01-02-04  ソフト情報‐その

他 

  

B-01-03  フォーマット データのフォーマットタイプ 

B-01-04  ソースタイプ データのソースが、一次的な文化資源か、文化

資源のアナログ複製（画像、映像、音声等）かを

区別する 

B-01-05  ソース情報     

B-01-05-01  ソース情報‐対象

の部分情報   

ページ、フォーカス部分など、もとのソース全体

のうちデータに記録されている部分を特定する

ための記述 

B-01-05-02  ソース情報‐対象

の範囲   

（組物などコンポーネントのうちの範囲、コレクシ

ョンのうちの範囲）   

B-01-05-03  ソース情報   計測対象、計測位置(画像情報などがあれば 

その座標との対応など)  

B-01-06  作成（撮影）者名 デジタルデータの作成者の名前   

B-01-07  作成（撮影）日 デジタルデータを作成（撮影）した日付   

 

また、表 2 の内容は、デジタルカメラ及びスキャ
ナなどの機材や、種別などの入力機器全般に関する
総合的な内容に関する仕様情報である。 
 

表 2：入力に関する総合的な記録 
ID 項目名  内容  

B-02-01  入力機器 入力機器について 

B-02-01-01  入力機器‐タイプ 入力機器のタイプ   

B-02-01-02  入力機器‐メーカ

ー 

入力機器のメーカー   

B-02-01-03  入力機器‐型番 入力機器の型番   

B-02-02  入力設定 機器の設定に関する情報 

B-02-02-01 入力設定‐シャー

プネス   

  

B-02-02-02  入力設定‐ノイズ

リダクション   

  

 

さらに、表 3 においては、デジタルカメラを使用
した場合の、機種名やレンズの種類などの、デジタ
ルカメラに関する入力情報全般のメタデータが構成
されている。 

 

表 3：デジタルカメラの入力に関するメタデータ 
ID 項目名  内容  

B-03-01  デジタルカメラ‐入

力付属機器 

  

B-03-01-01 デジタルカメラ‐入

力付属機器‐レン

ズ型番 

撮影に用いたレンズの型番 

B-03-01-02 デジタルカメラ‐入

力付属機器‐フィル

ター 

撮影に用いたフィルターの種類 

B-03-02  デジタルカメラ‐入

力設定 

  

B-03-02-01 デジタルカメラ‐入

力設定‐ホワイトバ

ランス 

デジタルカメラの場合、撮影時に設定したホワイト

の色温度(自動的に画像のヘッダー情報に記録さ

れる場合もある)   

B-03-02-02 デジタルカメラ‐入

力設定‐感度 

撮影時に用いたフィルムの ISO感度、デジカメで

あれば設定した ISO感度設定   

B-03-02-03 デジタルカメラ‐入

力設定‐焦点位置 

焦点位置(解像度を判定するために用いる)(デジタ

ルカメラであれば自動的に画像のヘッダー情報に

記録される場合もある）   

B-03-03 デジタルカメラ‐画

像 bit数 

各チャンネル毎に画像のビット数を記述する（繰り

返し可） 

 

そして、表 4 においては、スキャナを使用した場
合の、機種名やレンズの種類などの、スキャナに関
する入力情報全般のメタデータが構成されている。 
 

表 4：スキャナの入力に関するメタデータ（一部略） 
ID 項目名  内容  

B-04-01  スキャナー‐入力設定    

B-04-02  ‐解像度   

B-04-02-01  ‐解像度‐倍率 倍率  

B-04-02-02 ‐解像度‐線数 線数   

B-04-03  ‐出力設定 出力の種類(ネガ／ポジ)   

B-04-04  ‐その他   

 

最後に、表 5 においては、三次元のデジタルデー
タを使用した場合の、仕様情報に関するメタデータ
が構成されている。主な構成要素としては、解像度
や、倍率、出力設定などが該当する。 
 

表 5：三次元データに関するメタデータ 
ID 項目名  内容  

B-06-01  三次元情報‐入力

環境 

入力環境について解説する。 

B-06-02  入力方法 入力方法について解説する。 

B-06-03  頂点数     

B-06-04 ポリゴン数     

B-06-05 付帯データ   

B-06-05-01  付帯データ‐テクス

チャデータ   

当該の三次元データがテクスチャデータをもってい

るか 

B-06-05-02 付帯データ‐質感デ

ータ  

当該の三次元データが質感データを持っているか 

B-06-06  その他   

 

さらに「(C) 評価」においては作成したデータの評
価に関する情報項目である。これまで、デジタル化
されたデータは、オリジナルの現物と比較して色彩
や形状を正確に反映しているか、あるいはそれらを
比較することのできるデータが記録されているかを
評価する指標が確立されていない。そのため、本項
目では、主に色彩などを中心に、カラーマネージメ
ントの評価や、指定された環境におけるモニターと
現物の相互評価などのデジタルデータの評価を行う。 

また本項目では視覚データのみを取扱い、聴覚デ
ータには対象外とした。評価は、作業に使用する機
器の評価を最初に行い、さらにそれらの機器を用い
た視覚を中心とした評価を行う。そして、これらの 

評価結果を、特定のフォーマットにあわせて記録
される。 

そして、「(D) データ管理」では、一次的なデジタ
ルデータの管理およびそのデータから作成する二次
的データの管理についての情報が記録され、「(E) メ
タデータの構成」のフェーズでは、上記までの各フ
ェーズで取得した各プロファイル情報を整理して記
述し、デジタルデータについての情報を記録したデ
ータである「メタデータ」として格納される。 

この「(E) メタデータの構成」のフェーズにおいて
は、 図 6 に示されるように、CMS 機能を使用して、 
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図 6:デジタル仕様情報の入力フォーム 

 

デジタルデータに関する情報を入力できるような機
能を設けた。これらは、静止画像だけではなく映像
などの情報にもメタデータを付与することが可能で
ある。 

そして、これらの情報は図 7 で示されるように、資
料画像の右上をクリックすることによってメタデー
タを表示をすることができる。 

 

図 7: 資料画像の表示とデジタルデータの仕様に関する情

報 

さらに、本 CMS では、格納したデータを、特定
のスキーマを設定した上で、出力する機能を設けて
いる。図 8 に示されるように、設計したスキーマを
XML 方式で出力する方式を設定し、それらを設計す
ることによって、入力したデータを指定した XML

形式で出力ができる機能を設けた。これらにより、
CMS で GUI 上で構成したメタデータスキーマを
XML形式で出力することが可能となった。 

 

 

 

 

 

 

 

図 8:メタデータの XML 出力設定画面 

 

５．実証と課題 

 

本機能は実装後、カスタマイズ機能などを使用し
て、社会情報研究資料センターに収蔵されている、
坪井正五郎関係資料、大戦間期プロパガンダポスタ
ーコレクション資料と、新聞学の祖である小野秀雄
資料に関するメタデータを実験的に入力した。デー
タ数は両コレクションとも約 100 件程度を登録し、
各データはフォンド、シリーズ、アイテムの各項目
が設計され、それらに応じたメタデータを設計した。
両者においては、アイテムレベルのメタデータにお
いては数項目において異なったエレメントを設定し
た。 

そして、三つの資料群について、構造情報を反映
させながらも、一部は異なったメタデータを設計で
きる CMS の特徴を利用して設計し、メタデータを
入力した。坪井正五郎、小野秀雄、大戦間期プロパ
ガンダポスターコレクションなどは、それぞれ構造
やメタデータのエレメントセットが異なるが、カス
タマイズ機能などを設けて、それぞれの資料に応じ
て設計して、データを入力した。 

また、多くの資料が格納される小野秀雄資料など
は、CSVファイルを使用して、多くのメタデータの 

入力を行い、その後、1 点ずつ資料を登録する場合
は、フォームを用いて、資料の登録を行った。２つ
の入力機能があるため、資料の量や内容によって、
メタデータの入力方法を選択することができる。 

また、資料の表示においては、図 8 に示されるよ
うに、構造化された資料情報はディレクトリの形式
で表示され、ディレクトリの構造から資料を選択し
て表示できるようにしている。そして、デジタルデ
ータに関しても、全ての情報は格納されていないが、
デジタル化に関する主要な情報については、メタデ
ータに格納した。 

一方で、今後の課題としては、フォームの設計画
面などが、やや複雑になり、それを扱うまでに、多
少時間を要する課題などをあげることができる。特
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にアーカイブズに関する情報項目は、極めて多く、
それらを網羅的に扱うと、極めて多くの入力項目を
用意する必要がある。そのため、そのエレメント数
が多くなるが、それらをより扱いやすく設計するイ
ンターフェイスを設けることが必要である。 

また、デジタルデータに関しては、項目数が多く、
入力に時間を要する場合が多い、そのため、より効
率的にこれらの情報を入力できるようなシステムの
改善が必要である。 

いずれにしても、このようなシステムを導入する
ことによって、専門的なデータベースエンジニアで
なくとも、多様な資料の構造を捉えながら入力して
いくことの可能なコンテンツマネージメントシステ
ムが実現すると考えられる 

 

 

 

図 8: 資料群の表示 
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